
　（別紙４（２）） 事業所名 ： グループホーム　装束門みどりの家

目標達成計画 作 成 日  ： 令和   ６   年　９　月　１６　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1
２

(２)
今以上に地域との交流を盛んにできるようにして
みてはいかがでしょうか。

地域に開かれたホームを目指し、誰もが気軽
に立ち寄れ、相談などもして来て頂けるような
ホームにしていく。

社協や地域包括と連携して装束地域で自ホーム
や公民館などでのサロンや茶話会を開催し、認
知症への理解や予防などに役立つ情報提供も
行っていく。

６ヶ月

2
７

(６)
スピーチロックについてさらに知識を深めてみて
はいかがでしょうか。

つい使ってしまいがちなスピーチロックになる
言葉が出ないホームを目指す。

全体ミーティング時に研修で議題にあげ、簡単に
発言してしまいがちなスピーチロックになる言葉を
使わずに接していくにはどうすれば良いかを検討
し実践していく。職員同士で注意をしあい、次回
のミーティング時に実践結果を報告しあって次に
繋げていく。

３ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


